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研究成果の概要（和文）：看護師長の看護情報活用力について、病院に勤務する看護師長を対象に情報活用力評価とイ
ンタビュー調査を行った結果、対象者は情報教育を受けていない世代が多くICT機器への苦手意識や適切な情報収集手
段の把握不足が明らかになった。
 そこで、看護師長が実際に抱えている役割課題に着目し映像教材を制作し、管理者研修を実施した結果、情報活用力
は収集、管理、活用、機器管理、発信が有意に改善した。

研究成果の概要（英文）：Lack of grasp of the weak point consciousness to a lot of ICT apparatuses and the 
appropriate intelligence means became clear in the generation when the person of object didn't receive 
information education as a result that an information utilization power evaluation and an interview 
investigated nursing information utilization power for the head nurse who worked in a hospital.
Therefore as a result of paying the attention to the role problem that thehead nurse really had, and 
producing the picture teaching materials, and having carried out the manager training, collection, 
management, utilization, apparatus management, dispatch significantly improved the information 
utilization.
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１．研究開始当初の背景 

(1) 看護の臨床現場における中間看護管理者
は、一組織単位のキーマンであり、管理能力
(人、物、金、情報、時間等)により看護の質
や医療の質に多大な影響を及ぼす。申請者は、
平成 22 年より病院施設において、ｅラーニ
ングを活用した学習者および学習支援者参
画型の新卒看護師研修を試みた。平成 22 年 4

月～平成 23 年 4 月までこの研修方法の効果
に関する調査を実施した結果、新人の看護技
術修得はｅラーニングの活用群と非活用群
では活用群が有意に高い成果を示した。しか
し、人材育成の要となる看護師長や現場の看
護実践モデルである看護主任のｅラーニン
グ視聴や返信コメントの書き込みは非常に
少ないことが明らかとなった。 

(2) 情報教育は、1998 年から学習指導要領に
盛り込まれ、高等学校に情報科目が導入され
たのは 2004 年からであり、このことから鑑
みると多くの中間管理者は系統的な情報教
育を受けていない世代である。情報実践能力
に関する先行研究は、情報収集、整理、入手
した情報の信頼性の判断、データ分析、情報
倫理、情報発信力などがあげられている(高比
良、2001，真嶋､2011)。申請者は、平成 23

年 8 月～平成 24 年 3 月まで某都市で実施さ
れた認定看護管理者研修の受講生(116 名)を
対象に、看護情報活用能力に関する質問紙調
査を行った結果「看護管理能力は非常に必要
である」とほとんどの受講生が考えていたが、
実践レベルでは①入手した情報の信頼性を
判断する方法②統計ソフトを使用してデー
タ処理、著作権に注意して発信する④ICT の
利用上の注意点を理解しトラブル発生時の
対処法について「実践できる」は、非常に低
い得点結果を示していた。そして、情報教育
を受けていた者は、17.9%しかおらず「情報
学を学びたい」という情報教育へのニーズは
高いことが明らかになった。中間管理者の管
理能力評価の研究でも（仁木，勝見 2011）、
能力評価得点の低い項目の中に「情報指向
性」が上がっており、また、松田(2009)の「変
革期における中間管理者のコンピテシー」の
研究でも、情報管理能力(収集・把握・共有・
分析・伝達・提供・活用)は、研究協力者 107

名（全国調査、認定看護管理者）全員が必要
だと考えていることを明らかにしている。 

２．研究の目的 

臨床現場における中間看護管理者の情報
活用能力の向上を図るための教育プログラ
ムを開発することである。 

３．研究の方法 

本研究では、対象者として中間看護管理者
を、特一組織単位を管理する看護師長に絞り、
情報活用力の現状調査、システム検討、教材
コンテンツの制作、研修プログラムの評価調
査に取り組んだ。 

(1) 情報活用力の現状調査 
 看護師長の看護情報の管理及び活用能力
に関する評価尺度を開発するため，その一次

資料として，電子カルテの活用状況，取り扱
っている看護情報の種類，管理及び活用方法
等その実態を明らかにすることを目的とし
た．対象者は，電子カルテを導入している急
性期病院 4施設に勤務し，看護部長が推薦し
たハイパフォ－マーの看護師長 5 名とした．
調査方法は構成面接法とし，一組織単位で
日々取り扱っている情報の収集，整理，分析，
管理，活用，発信の視点から自由に発言して
もらった． 
(2) 情報活用力評価尺度の開発 
①中間看護管理者の情報リテラシーの現状
と課題を明らかにするために、2011年 8 月～
12 月に認定看護管理者研修受講者 116 名(フ
ァーストレベル 80 名、カンドレベル 36 名)
を対象に，自記式質問紙調査表を用いて調査
を行ったものを統計的に分析した。 
②研究協力施設の看護師長 9名を対象情報活
用力評価尺度調査を実施した。 
(3) システムの検討 
 研修に導入する eラーニングシステムでは
看護技術の修得に効果的な看護技術映像を
扱えること、学習成果やアドバイスを共有で
きること、いつでもどこでも学習できること
の３点を考慮して、SceneKnowledge（NTT
サイバーソリューション研究所）を採用予定
とした。本研究の協力施設であることや新人
看護師研修プログラムとして既に 2011 年度
より使用し定着していることもあり、機能要
件を策定し、本研究のシステムとして使用す
ることを検討した。 
(4)教材コンテンツの制作 
①2014年 11 月、12 月に病院に勤務する看護
師長 9名を対象に看護情報活用力向上への行
動変容を目的としたワークショップ開催の
効果を明らかにすることとした。ワークショ
ップは，2 グループに分けて討議を行い、討
議した内容を付箋に書きこみ模造紙に貼り
付け情報活用能力に分類する作業を行った。
1 回目は、「各自が日々扱っている看護情報の
種類とその活用の具体的行動」ついて行い、
各自の課題を明らかにした。2回目は，「自己
の課題達成状況(行動変容とその内容)」につ
いて行った。この 2 回のワークショップで討
議された内容及びワークショップ終了後の
感想を質的に分析した結果、2 回のワークシ
ョップ開催は，看護師長たちにとって看護情
報活用力向上への意識付けの強化と行動変
容に効果があったと考えられた。そこでさら
に 2015 年 5 月～看護師長の学習環境を整え
看護情報活用力を育成するために、ＳＮＳを
活用した看護管理者研修を実施するための
映像教材を制作した。これは 2回のワークシ
ョップで看護師長経験の浅い看護師長 3名に、
各自現在実際に抱えている役割課題に着目
し、課題の原因を深く掘り下げて分析し、そ
れをパワーポイントに作成し、プレゼンテー
ション風景を撮影し、映像教材としその解決
策についてネットワーク上で議論をする仕
組みとした。プレゼンテーションの時間は 5



 

 

分以内とした(図１)。 
看護師長を対象に院内における研修プログ
ラムを開発するために看護師長 3名 自己の
役割課題について分析してもらい、3 種類の
映像コンテンツを制作し、ｅラーニングとし
てＷｅｂ上にアップロード(図 2)した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 役割課題の映像制作風景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

図 2 看護師長の役割課題解決のために制作した 

映像教材  

(5)研修プログラムの評価 
①研修を実施直後にコンテンツ制作した看
護師長 3 名に質問紙調査を実施した。 
②研修後１～3 ヵ月後、看護師長のｅラーニ
ング活用状況のアクセスログ分析を行った。 
③研修後 3ヶ月目に情報活用力尺度により評
価を実施した。 
４．研究成果 
(1) 情報活用力の現状調査 
看護師長の看護情報の管理及び活用能力に
関する評価尺度を開発するため，その一次資
料として，電子カルテの活用状況，取り扱っ
ている看護情報の種類，管理及び活用方法等
その実態を明らかにすることを目的とした．
対象者は，電子カルテを導入している急性期
病院 4施設に勤務し，看護部長が推薦したハ
イパフォ－マーの看護師長 5 名とした．調査
方法は構成面接法とし，一組織単位で日々取
り扱っている情報の収集，整理，分析，管理，
活用，発信の視点から自由に発言してもらっ

た．その結果，電子カルテについては，環境
整備が十分とは言えず，重要な業務の一つで
ある勤務スケジュール作成など重複登録や
情報共有の不足に関して不便を感じていた．
そして，患者に関する情報の収集，整理，管
理，活用，発信は積極的に行っているが，分
析には苦慮していた．看護師長は取り扱う多
くの情報から何を読み取ればよいのか，デー
タを分析し活用できるデータとは何かとい
うことを模索していたことが明らかとなっ
た。 
(2) 情報活用力評価尺度の開発 
 中間看護管理者の情報リテラシーの現状
と課題を明らかにするために、2011年 8 月～
12 月に認定看護管理者研修受講者 116 名(フ
ァーストレベル 80名，セカンドレベル 36名)
を対象に，自記式質問紙調査表を用いて調査
を行った．その結果，ほとんどの受講生が認
知レベルでは，「情報リテラシーの各項目は
看護管理者には非常に必要である」と考えて
いたが，実践レベルでは①入手した情報の信
頼性を判断する方法②統計ソフトを使用し
てデータ処理③著作権に注意して発信する
④ICT の利用上の注意点を理解しトラブル発
生時の対処法の 4点について「実践できる」
は，低い得点を示した．また，研修コース別
にみると，セカンドレベル受講生は，ファー
ストレベル受講生に比べ ICTの利用上の注意
点やトラブル対処法，適切な ICTツールを使
って相手にわかりやすく伝える方法以外の
項目は高い得点を示した．以上の先行研究及
び情報活用力現状調査の結果をもとに、情報
活用力評価尺度を開発した。 
(3) システムの検討 
本システムは、研修に導入する eラーニング
システムでは看護技術の修得に効果的な看
護技術映像を扱えること、学習成果やアドバ
イスを共有できること、いつでもどこでも学
習 で き る こ と の ３ 点 を 考 慮 し て 、
SceneKnowledge（NTT サイバーソリューシ
ョン研究所）を採用した．SceneKnowledge

は，ナレッジマネジメントの SECI モデルを
基に開発された映像活用型ナレッジ共有シ
ステムである．映像を作業工程などの意味的
な単位であるシーンに分割して提示する機
能があり，映像シーンごとにコメントを登録，
逆に登録コメントから映像シーンを連動さ
せて提示することが可能である．看護技術映
像手順に内在するナレッジを発見・共有する
ことが期待できる。登録されたコメント数は
グラフ表示されるの、それを目安にコメント
の多い手順から学習するなどの動機づけに
もなる。そこで、本研究の協力であることや
新人看護師研修プログラムとして既に 2011
年度より使用し定着していることもあり、機
能要件を策定し、本研究のシステムとして使
用することとした。 
(4) 教材コンテンツの制作 
2014年 11月、12月に病院に勤務する看護師
長 9名を対象に看護情報活用力向上への行動
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変容を目的としたワークショップ開催の効
果を明らかにすることとした。ワークショッ
プは，2 グループに分けて討議を行い、討議
した内容を付箋に書きこみ模造紙に貼り付
け情報活用能力に分類する作業を行った。1
回目は、「各自が日々扱っている看護情報の
種類とその活用の具体的行動」ついて行い、
各自の課題を明らかにした。2回目は，「自己
の課題達成状況(行動変容とその内容)」につ
いて行った。この 2 回のワークショップで討
議された内容及びワークショップ終了後の
感想を質的に分析した結果、2 回のワークシ
ョップ開催は，看護師長たちにとって看護情
報活用力向上への意識付けの強化と行動変
容に効果があったと考えられた。そこでさら
に 2015 年 5 月～看護師長の学習環境を整え
看護情報活用力を育成するために、ＳＮＳを
活用した看護管理者研修を実施するための
映像教材を制作した。これは 2回のワークシ
ョップで看護師長経験の浅い看護師長 3名に、
各自現在実際に抱えている役割課題に着目
し、課題の原因を深く掘り下げて分析し、そ
れをパワーポイントに作成し、プレゼンテー
ション風景を撮影し、映像教材としその解決
策についてネットワーク上で議論をする仕
組みとした。プレゼンテーションの時間は 5
分以内とした。 
(5) 研修プログラムの評価 
2015.8 月制作した３つのコンテンツを使用
し、研修を行った。既に看護師長師長の院内
研修などの時間や場所、研修プログラム等に
ついての学習環境が十分でないことは明ら
かとなっている。本研修はこの教育的課題を
解決するために、毎月定期的に開催される看
護師長会議の後の時間を使用し、SNS を活用
した看護管理者研修として実施した。その結
果、1 ヵ月後には現場の課題は解決に繋がっ
た。この、システムは、看護師長と管理者の
みが ID・パスワードを持ち、いつでもどこで
も IT 環境さえあれば活用できる。本研修で
は、勤務時間内に院内図書館のパソコンを使
用して、コンテンツの視聴と問題を提起した
看護師長に、解決策やアドバイスの書き込み
を行った。その結果が問題解決につながった。
実際の活用状況については、システムのアク
セスログから分析を行った。また、3 名の映
像教材制作に直接参画した看護師長 3名を対
象に質問紙調査及び情報活用力評価尺調査
をコンテンツ制作直後に行った結果、自己の
役割課題を分析する上で、関係する情報を収
集し、原因を掘り下げて考えることで、解決
の糸口が見え、情報の整理につながったとの
感想も明らかとなった。 
本研修前、研修 3ヵ月後に、情報活用力評価
尺度調査を行った結果、情報活用力は、収集
力、処理・活用力、発信力、機器管理力は向
上していた。しかし、本システムは役割課題
の解決には繋がったが、システム上での議論
は活発に行なわれなかった。これは、実際に
システム上に書き込みがあっても看護師長

達に通知される機能が無く、師長達が気づか
ないことから能動的行動を喚起するまでに
は至らなかったと考えられ、今後の議論の継
続を支援する機能が必要といえる。 
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